
 

 
9/10(金)「代表質問」で鈴木市長と論戦。今回のテーマは・・・ 

行革・教育・まちおこし 
 昨年 6 月以来、久々の質問を行いました。 

浜松市議会では、年に 1 回しか登壇でき

ませんので、35 分間の持ち時間に合わせて、

項目を絞りに絞りこんで、市長に論戦を挑み

ました。 

今回の質問では、政務調査研究でとりあげ

た「行政マネジメントシステム」の改善をはじめ、

「オートバイによるまちおこし」、「中山間地域

振興」などを取り上げました。 

以下に概要を抜粋してご報告します。文字

ばかりで見にくいですが、ぜひ、ご意見をお聞

かせください。 

 

主な質問内容 主な答弁内容 

１ 地域主権改革時代の行政組織のあり方 

 

Ｑ．地域主権改革が進む中、政令市浜松とし

ての市長の今後の基本的な取り組み姿勢

を伺う。あわせて「総合特区」について

の考えを伺う。 

 

【鈴木市長】 地域主権改革とは、最大限、基礎自治体へ権限

と財源を移譲し、地域が自らの判断と責任において地域の

諸課題に取り組むことができる社会を実現すること。 

国土縮図型の政令指定都市である本市は、地域主権のモ

デルとなるもので、私は責任と覚悟をもって取り組む。 

総合特区制度については、国の制度設計の段階から積極

的に提案していく。 

 

２ 行政マネジメントシステムの改善 

Ｑ．「ＰＤＣＡサイクル」という言葉は一般

的になったが、本市は「Ｄｏ」、すなわ

ち実行に移す仕組みが弱い。その強化に

ついて伺う。 

ア 戦略計画の評価を管理職の人事考課

へ反映すべきではないか。 

イ 一般職員にも目標管理を導入し、人

事考課に反映させるか、もしくは「チ

ャレンジミーティング」の運用を強化

すべきではないか。 

【鈴木市長】 業績考課は一般業務の業績

と業務革新の 2 つに分かれており、 

戦略計画を直接評価する形式とはなっ

ていない。今後は明確に管理職の考課

に反映することができるよう年度内に

改善していく。 

チャレンジミーティングは、グルー 

プ内のミーティングを通じて、戦略計 

画の実行や日常業務の改善などを行うもの。実質的には、

目標管理や戦略展開の仕組みとして機能している。今後、

組織的な展開について検討していく。 
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Ｑ．戦略を進める組織のあり方 

 

ア 国で「財務省」と「国家戦略局」の関

係が議論になるが、選択と集中の時代

は、財政部門と政策的な事業実施を進め

る企画部門の関係が重要。企画部門とし

ての取り組み姿勢を伺う。 

イ 部局内の戦略重点

化や予算配分の適正

化、組織横断的な事

業への対応などのた

めに、各部局の官房

機能を強化してはど

うか。 

【神門企画部長】 財政部門は持続可能な

財政運営を行うことが最大の使命で、

企画部門は厳しい財政状況に配意しつ

つも、将来に向けた施策を構築してい

くことが使命。 

大胆な事業見直しなどにより行財政

のスリム化を図る一方、これからの浜

松を築く戦略的な取り組みを積極的に

展開していく。 

喫緊かつ重要な課題の多くは部局横断的な課題であり、

企画部として各部局の連携の要となるとともに、一緒にな

って課題解決に当たっていく。 

官房スタッフの主な業務は、策立案や調整、部の予算・

決算の取りまとめ。本年度からは、部局間の課題共有や 

調整を行う機能充実を図っており、今後工夫していく。 

 

３ 公会計改革の活用について 

 

Ｑ．これからはマネジメントツールとして活

用すべき。特に「資産経営」に有効だ

が、公共施設の再配置計画などに客観的

指標として活用すべきではないか。 

 

【山崎副市長】 本市では、平成 18 年

度より本格的に公会計改革の取り組

みを始めた。昨年 11 月には公共施設

管理担当を対象として、公会計制度

及びファシリティマネジメント研修

を実施した。 

今後、公共施設の長寿命化や再配

置計画等において活用していく。 

 

４ 行革審意見書へのその後の対応 

 

Ｑ．昨年の意見書から１年がたったが、市と

して特に意見書へのアクションは示され

ていない。 

とりわけ「行政区の廃止または削減」は

非常に重たい内容である。この間の意見

書に対する検討状況や今後の進め方につ

いて伺う。 

 

【鈴木市長】 昨年度、政令市移行後の区制運営を検証し、

本庁と区役所の役割分担の基本的な考えを取りまとめ、 

改善を行ってきた。 

近年の大変厳しい行財政環境を勘案すれば、区の在り方

も含め、執行体制について不断の見直しを行う必要がある

ことは明らか。 

本年度は、庁内に「区制度検討会」を立ち上げ、区制度

運営を総合的、多角的に検証し、その結果を取りまとめた

いと考えている。 

 

５ オートバイによるまちおこし 

Ｑ．この夏、恒例の「バイクのふるさと浜

松」に加え美術館・博物館でイベントを

開催したが、オートバイを産業としてと

らえるだけでなく、文化と位置づけたこ

とを大きく評価したい。これらの事業の

評価を伺う。 

 

【鈴木市長】 8 月 21 日、22 日に開催した「バイクのふるさ

と浜松」は、今回で 8回目を迎え、3万人以上の来場者を集

めている。また、美術館、博物館の特別展は、それぞれ

17,000 人、18,000 人が来館した。 

3 つの事業の同時開催により「バイクのふるさと」が産業

だけでなく、芸術や歴史、文化の面からも、その価値を 

再構築し、本市の魅力を発信できたものと考える。 

Ｑ．この画期的な取り組みを機に「オートバ

イ」をまちおこしの素材として取り上げ

てはどうか。 

また、「バイクのふるさと」をキーワー

ドに、文化の醸成を図るほか、ソフト事

業の充実、またインターネットを使った

情報発信など、さまざまなアイデアを生

かす考えはないか。 

来年の「バイクのふるさと」は市制 100 周年を迎えるこ

とから新たなツーリング企画など、数多くのライダーに 

浜松を訪れていただけるよう魅力の発信に向けた内容の充

実を図る。 

また、1 年を通じて「バイクのふるさと」を全国のオート

バイファンに情報発信できるよう、美術館、博物館で収集

した写真やカタログなどの貴重な資料について、ホームペ

ージでの活用を検討するほか、「バイクのふるさと」をテー

マとしたコミュニティー・サイトの設置についても研究し

ていく。 

 

 



Ｑ．「バイクのふるさと」を推進するため、

浜松の玄関口である鍛冶町通りや広小路

通りなどの広幅員歩道に、オートバイ 

駐車場に整備してはどうか。 

【鈴木市長】 歩行者の安全性や景観への配慮をはじめ、 

既設駐車場の利用実態や先進事例を調査し、沿道の商店街

の皆様や関係機関との調整を図る中で、中心市街地におけ

るオートバイ駐車スペースの確保について検討していく。 

 

６ オール浜松で進める中山間地域振興 

 

Ｑ．人口増は困難な課題だが、一定の移住者

の確保には取り組むべきと考える。 

「空き家対策」は有効な施策だが、既に

自治体間競争が始まっている。今後どの

ように進めていくか。 

 

 

【鈴木市長】 昨年度、中山間地域の 335 集落のうち 84 集落

を対象に実施したが、520 戸の空き家が存在することが分か

った。 

今後の定住対策は、より詳細な実態調査やお試し住宅の

状況を踏まえ、次なる展開を検討していく。 

Ｑ．中山間地域振興で、現実的に最も有効な

ものは交流人口の増加だ。 

地域資源を生か

し、宿泊型も含

めた体験交流ツ

アーの充実地域

特性を生かした

誘客促進を図る

などソフト事業

の強化を図って

はどうか。 

 

「都市と山村フレンドシップ事業」や「田舎暮らし交流

体験ツアー」などを通じて個人間や団体同士の交流を進

め、ウェブサイトなどを活用した情報発信を行っている。 

今後、さらに交流の受け皿となる住民組織、コーディネ

ーターの育成を図り、ネットワークの構築につなげていき

たい。 

地元食材を使った新たな土産品の開発、グリーンツーリ

ズム、サイクルツーリズムなどの体験的要素を取り入れた

ニューツーリズムも推進している。 

今後、浜名湖観光圏事業において、舘山寺などの主要な

宿泊地域と中山間地域が連携し、交流人口の拡大を図る。 

 

Ｑ．活用可能な教職員住宅を田舎暮らし体験

施設として利用してはどうか。また、廃

校、廃園について、政策的に使いやすく

してはどうか。 

 

佐久間町では、教職員住宅を「お試し住宅」として活用

している。 

天竜区の熊地区や春野町でも同様の事業を開始し、教職

員住宅を田舎暮らし体験施設として活用していく。 

廃校、廃園については、貸付料を半額とする制度も設け

た。簡易宿泊施設については、他都市の先進事例等も調査

しながら研究していく。 

 

Ｑ．本市は、農政のソフト化の推進、シティ

プロモーションへの積極活用が不足して

いる。人員や予算面でプロモーション推

進セクションを強化してはどうか伺う。 

 

中山間地域振興には、お茶を始めとするこの地域の特産

物のブランド化など、ソフト事業の取り組みが重要。 

今後、浜松市シティプロモーション推進本部を中心に

「食と観光」に関する事業に積極的に取り組む。 

 

Ｑ．中山間地域にはすばらしい歴史文化を伝

えている素材がある。 

まちの住民に中山間地域への関心を高め

てもらうために、市街地で展示してはど

うか伺う。 

 

中山間地域には、山や川の暮らしに関する貴重な文化財

が多くあり、博物館に限らず、他の公共施設や民間施設で

も、機会を捉えて歴史や文化を紹介する展覧会を開催して

いく。 

併せて、市民協働で市内各地域の歴史や文化を継承して

いく仕組みづくりを進めていく。 

 

７ これからの本市の教育について 

 

Ｑ．平成 23 年度からの第２次浜松市教育 

総合計画策定に当たり、第１次の評価を 

踏まえ、どのあたりを強化していく考え

か。 

 

【高木教育長】 第 1 次浜松市教育総

合計画の評価は良好である。 

第 2 次計画では、子どもの心の 

育ちを豊かにする「心の耕し」を 

重点とし、幼児教育の充実、小中 

一貫教育の推進、地域と連携した

「学ぼう ふるさと浜松」を、推進

の柱としている。 

 

 



Ｑ．昨年度の緊急経済対策で地上デジタルテ

レビと電子黒板を導入したが、活用状況

はどうか。 

また、タブレットＰＣを使った授業で高

い学習効果を上げている自治体もある

が、導入してはどうか。 

 

【高木教育長】 地上デジタルＴＶ・電子黒板の活用状況の

実態調査は 2 学期に予定している。活用を促進するために

は、教員の力量アップと効果的な実践事例の共有化が有効

であり、情報教育担当者の研修会や各校で活用研修会を行

い、技能の向上に努めていく。 

タブレットパソコンの導入は、フューチャースクール 

推進事業の検証結果等を参考にして、検討していく。 

 

Ｑ．発達支援学級について、昨年度、県が 

拠点校方式を表明したが、本市ではこれ

までどおり、地域のこどもは地域で育て

るという視点で、ニーズに応じた発達支

援学級の拡充を進めるべきと考えるが 

どうか伺う。 

旧浜松市においては、拠点校方式を取り入れてきたが、

教育委員会と校長会代表からなるプロジェクトチームを 

立ち上げ、発達支援学級を新設している。 

今後も保護者ニーズや地域バランスを考慮し、発達支援

学級の拡充に努めていく。 

 

多くの答弁は、期限が明確ではありませんが、概ね前向きととらえました。 

しかし、“一般職の目標管理”については、「チャレンジミーティングを組織展開する」としたものの、

“人事考課への反映”についてはコメントがありませんでしたので、再質問を行いました。「一般論でも

良いから市長の考えを聞きたい」と質しましたが、残念ながら明確な答弁はありませんでした。引き続

き、能力成果を評価してやる気を引き出す人事処遇制度の確立を求めていきたいと思います。 

 

 

 
 

★まとめのコメント 

地域主権改革の中、オンリーワンの市政運営を進めてほしい。やすとも

市長なら、必ずやってくれると確信している。同時に、議会も役割を再認

識し、本質を高めるよう、議会改革に努めていかねばならないとの思いを

強くした。 

行政マネジメントシステムの改善はまだまだこれからやっていかねばな

らない。今は高校野球のマネージャーもマネジメントする時代なので、行政

のみなさんもしっかりやっていただきたい。 

公会計改革は、保有資産のマネジメントや、行政コスト分析によるムダ

の削減など、誰かに言われてやるのでなく、各部局の自発的な活用を期

待したい。 

行革審の意見書の今後の進め方では、今年度中に区制のあり方を検

証するとしたが、市民クラブは、全体最適をめざし、区制の見直しを推進

する立場で、議論に参加していく。 

オートバイについては、今回の博物館の展示で、戦後の浜松市の復興

に大きな役割を果たしたことの認識を深くした。積極的に支援してほしい。 

中山間地域振興については、まちの議員から見た活性化について質問

した。引き続き、“天竜区のセールスマン”として協力していきたい。 

教育総合計画の評価は良好であるとの答弁だった。今日の質問で

PDCA サイクルの話をしたが、改善目線でもっと厳しく評価してほしい。たと

えば、小学校 34 校、中学校 5 校の小規模校を、平成 23 年度中に規模

適正化するという話があったが、検証報告書には報告はない。 

内部評価だけでなく、外部からも積極的に意見をいただき、組織改革を

進めないと、たとえば ICT 教育のような時代を先取りした教育や、浜松らし

いものづくり教育などはできないのではないか。 

8～9 月の主な活動 

★8 月 

01(日) 西区消防訓練 

03(火)～06(金) 会派視察 

     （佐渡市・新潟市・富山市・金沢市） 

07(土) 入野地区ふるさと夏まつり 

08(日) 佐鳴湖クリーン作戦 

10(火) 会派総会 

15(日) 浜松市戦没者慰霊祭 

17(火) 政務調査研究会 

18(水) 静岡県市町議会議員研修会 

21(土) エコキッズ体験塾 in 堀留川 

     バイクのふるさと浜松 2010 

25(水) 文教消防委員会 

27(金) 全員協議会 

     行財政改革推進特別委員会 

     連合地協意見交換会 

31(火)～9/2 若手議員の会視察 

     （釧路市・根室市・標津町） 

★9 月 

03(金) 本会議 

     浜松市労福協意見交換会 

     入野地区ふるさと夏まつり反省会 

04(土) 議員親睦野球大会 

05(日) 消防団方面隊訓練 

08(水) 市政報告会 

09(木) 入野地区自治連会議 

10(金) 全員協議会・本会議 

13(月) 本会議 

14(火) 本会議 

16(木) 文教消防委員会 

20(月) 敬老祝賀会 

25(土)～26(日) 入野公民館まつり 

29(水) 全員協議会・本会議 

【あとがき】 今月号は月初の発行ではなく、代表質問の内容を掲載し、15 日付としました。任期 4 年目の最終年でした

ので、当初、お約束した“公約”に基づき、福祉や環境、産業政策など、他にも質問したい項目はたくさんありましたが、記

載の内容に絞り込みました。今回取り上げていない項目も、委員会や日常活動の中でチェックしていきます。（章） 


